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【受託者】 株式会社Space Compass（代表研究者）、株式会社NTTドコモ、日本電信電話株式会社、スカパーJSAT株式会社

研究概要：本研究開発は、HAPSを介した携帯端末向け直接通信システムの早期実用化（2025年
度中を目標）に向けた技術課題の解決と国内成層圏環境でのHAPS通信サービス実証を目指している。
また、Beyond 5G時代におけるHAPS通信サービスの普及とユースケースの拡大を図るため、サービスリン
クとフィーダリンクの高速大容量化（早期実用化時の３倍が目標）及び、TDD周波数帯の活用や衛
星バックホール等、HAPS通信サービスの柔軟な運用に資する研究開発を実施する。

（基金電波077） Beyond 5Gにおける超広域・大容量モバイルネットワーク
を実現するHAPS通信技術の研究開発
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サービスリンクの早期実用化に
向けた全体設計と実証実験

サービスリンクの多素子アンテナ
MIMO技術による高度化検討

サービスリンクにおけるTDD
周波数帯活用の研究開発

HAPSの効率的なGW（ゲート
ウェイ）局の基本システム開発

フィーダーリンクの高度化
制御方式の基礎開発

フィーダーリンクの衛星バックホール
を含めた柔軟性向上と大容量化
の基本開発

「HAPSを介した携帯端末向け直接通信システムの早期実用化と高速大容量化技術の研究開発」
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